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自己紹介

浜田 純司

2014年よりGeneXusの技術検証・導入を実施
以降8年にわたり、GeneXusを使ったシステム構築・検証・標準
化・技術教育を実施

趣味: 旅行・アウトドア・自転車

アイテック阪急阪神株式会社
IT統括本部 ITエンジニアリング部
テクニカルサポート課



会社概要

商号 アイテック阪急阪神株式会社

所在地 (本社)         大阪市福島区
(東京支社)    東京都港区
(中部支社)    愛知県名古屋市

事業内容 交通システム・エンタープライズソリューショ
ン・インターネットソリューション・医療シス
テム・ビルシステム・地域BWA・あんしんサー
ビス・ネットワークインフラソリューション・
システム開発受託・コールセンター

従業員数 984名 (2022年10月現在)
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本日お話すること

GeneXusを使った業務のシステム化によって、ハンコ・メール承認・
EXCEL 台帳を廃止していくことで、業務のデジタル化を進めた事例のご紹
介

GeneXusを使ってシステム化した事例について、開発者・ユーザの視点で
お伝えします
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社内業務システムの現状

• お金・モノの管理 (受発注・購買申請・原価管理)
• 勤怠管理 (勤務時間登録・休暇申請)
• 旅費経費申請 (交通費申請・出張精算)
• 稟議申請
• グループウェア

全社共通の業務プロセスの情報システム化は実施済み
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全社共通の業務システム

• 全社共通の業務だけではなく、部門固有の業務・ルールがある。
 部門固有の役割を実現するため
 部門が担当する顧客・サービスのための業務

• 部門固有の業務の情報システム化が遅れている。
 部門特有の業務を手作業で実施
 手作業の業務はEXCEL台帳・メールによる承認等で実現されている。

部門固有の業務は今後とも必要
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EXCEL台帳

EXCELファイルを共有フォルダに設置し、全員で更新しながら情報共
有・業務の遂行を実施します。

共有フォルダ
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EXCEL台帳の課題

• 紙の帳票とやってることは同じ

• 誰でも書き換えできてしまう

• 件数が増えると、検索やアクセスのスピードが遅くなる

• 属人化しやすく、メンテナンスが困難

• 他のツールとの連携が困難

• オペミスのリスクが高くなる

• ビジネスロジックを構築することが困難
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メール承認

メール承認とは、業務遂行に必要な承認・情報伝達をメールにて実施

担当者
(起票者)

承認者１ 承認者２ 作業者A

作業者B
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担当者

①メール開く
②内容確認
③転送する

①メールを作成

すべての承認
者で繰り返
す・・・

• 承認ルートがあいまいになる

• 承認の進捗を誰も把握できない

• 承認の記録が各自のメールソフトにしか残らない

• 承認の途中で添付ファイルが書き換えられてもわからない

• 承認のスピードが遅い (ビジネススピードに直結)

承認者１

メール承認の課題



12

部門特有の業務の特性

部門固有の業務についても、デジタル化(情報推進化)が必要

• 全社の業務システムに比べて、部門固有の業務は種類が多い

• 部門固有の業務は明確になっていない事が多い。(暗黙知)

• 部門が社内外へ提供するサービス・強みなどを実現することが目的

全社共通業務 全社共通業務 全社共通業務

部門A 部門B 部門C

部門A固有業務 部門B固有業務 部門C固有業務

全社で同じ業務

業務の共通性がない
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部門システム構築のポイント

・要件定義が明確にできない状況下でシステム構築
部門固有の業務は暗黙知が多い
部門が提供するサービス・製品の競争優位性を構築

・費用対効果が出しにくい
システムのユーザ数が全社システムに比較して少ない
費用に対応する売上が全社システムに比較して少ない

・システムの寿命が短い
市場やビジネス環境の変化、ライバルの動向により理想の
業務プロセスが変化



脱メール承認
ワークフローシステム
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実現前のワークフローの状況

• 稟議決裁
• 勤怠処理
• 購買・受注処理
• 経費・旅費精算

基幹系システムにて実現

全社でルールが明確になっている。(法規・社規)
基幹系業務システムに直結したデータを取り扱い
している。

• 住所変更・通勤ルート申請
• 出張時の宿泊手配申請
• 福利厚生 (慶弔・改姓届)
• PC関係 (情報セキュリティ・USB持ち出し等)

グループウェア上で実現
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ワークフロー化されていない業務

• 議事録
• 見積り書
• 品質管理/プロジェクト管理
• 各種報告書
• 納品物確認
• その他、ワークフロー化されてない承認全て

メール承認されている業務
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部門毎のワークフロー実現へのポイント

• 部門毎・業務毎に承認ルートが異なる

• 同じ業務でも、部門毎に入力内容等が異なる

• 部門やプロジェクトのメンバー・体制が変わると、承認ルートが見直される

• リーダ・マネージャの意向 / 顧客の要望 / 業務の状況に応じて改良・改版さ
れる

全てのワークフローを個別に画面開発するとコスパ的に実現不可能。
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部門毎のワークフローの実現

何でも汎用的に申請できるワークフローを作る
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申請の要件記述

申請と同時に、メー
ル・口頭で説明してい
た内容をここに記述

申請に関係のあるフォ
ルダやURLがあれば入
力

申請書・関係資料等を
添付

汎用性の実現

専用の申請画面をつくるのではなく、汎用的に利用できる申請画面を作成
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承認処理 (承認一覧画面)
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承認処理 (承認画面)
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部門業務の課題

汎用的な承認ルートの設定を全ての部署に対して実施

申請者 課長 部長 本部長

申請者 課長 部長

申請者 課長
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申請時に、承認ルートを追加

合議者を追加

部門業務の課題

固有の決裁者を申請時に追加可能

部門や担当業務に合わせて、承認ルートを変更することが可能。
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部門固有のフローは要望を受けて個別に作成

申請者 課長 部長 本部長リーダー

定常的に同じフローを使う場合は、個別の承認ルートを作ることも可能



最初は小さなシステムからのスタートでした

2015年に品質管理専門のワークフローシステムとして、品質部門の依頼により
新規開発

【開発期間】 2か月
【開発メンバ】 1名 (2人月)
【開発画面】 WebPanel(手動生成)   4画面

・申請選択
・申請画面
・承認画面
・一覧画面

その他は自動生成の画面を活用

【初期ユーザ】 約50名
【年間処理件数】約200件
【開発ツール】 GeneXus X EV2
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ユーザが利用する画面のみ固有開発
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2015年頃の画面

申請選択画面 (ユーザ操作画面)

ユーザが操作しやすいようUIを整備
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2015年頃の画面

申請画面(ユーザ操作画面)

ユーザが操作しやすいようにUIを整備
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2015年頃の画面

バックヤード画面
2015年当時のGeneXusの自動生成の画面
をそのまま利用しコストを削減
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少しずつユーザ・機能を拡張していきます。

要望のあった部門に、部門内の承認フローとして機能を提供。
部門で利用されるようになり、ユーザ数等も増加
【年間処理件数】約2151件 (2016年実績)

約4068件 (2017年実績)

利用範囲拡張

・承認が必要なワークフローが到着すると、自動でメールで通知

・申請方法・使い方等を表示する機能の追加

機能追加
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当初の想定を超えて利用されるようになる

・全社で利用されるようになり全社員600名(当時)のユーザ管理
(入社・退職・異動)の管理が煩雑

・新規のWFの追加の頻度が高くなる
・DBのチューニング等が必要となる
・ユーザの要望が増え、改修での対応が困難になる

利用が増え発生した課題
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リプレースを実施

2018年に、既存のままでは業務の増加に耐えられずリプレースを実施

【開発期間】 7か月
【開発メンバ】 2名 (10人月程度)
【開発機能】 ・Active Directory を利用した認証

・異動情報の自動取得機能
・フロー作成/編集等の運用にかかわる工数の削減機能
・セキュリティ/監査機能の追加
・承認ルートの分岐／合流
・承認すべきフローがあることをチャットツールに自動通知
※その他、旧システムで実現できなかった機能の追加

【初期ユーザ】 約1500名 (当時の社員・子会社・協力会社)
【年間処理件数】年間10000件 (年間30000件に耐えられるように設計)
【開発ツール】 GeneXus15 + WWP
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さらに機能を拡張

・部門固有の承認フローだけでなく、全社レベルでの承認フローも一部実施
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現在の稼働状況

【ユーザ数】 2200名 (社員・子会社社員・協力会社)
【年間処理件数】 部門フロー 20000件/年 + 全社共通フロー 15000件/年

(2021年度)
【登録フロー数】 承認ルート・種別数 約750種類
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導入効果

(1) 申請から承認完了までの時間の短縮 (ビジネススピード向上)

メール承認時
52時間

ワークフロー導入後
43時間

チャットツール
通知機能追加

25時間

(2) ユーザにとって申請しやすくなる
社員からサポート部門への「市場調査依頼申請」の依頼件数

メール申請時
2件/月

電子ワークフロー化
7件/月
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導入効果

(3) 稼働時から通算で10万申請を処理
メール申請に比べて
・1回の申請あたり平均3.5人の承認者
・1回の承認処理あたり2分の時間短縮

とすると

・1申請あたり7分(2分×3.5承認)の時間短縮
・10万申請で70万分 ≒ 1.2万時間の時間削減

(4) COVID-19 流行時に紙ベースの申請書類も即座に電子化し対応
ハンコ処理だけの為の出社を極力抑えることに成功



36

小さく作って大きく育てる(リーンスタートアップ)
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必要に応じてリプレースを実施

初期の開発 (2014年)
コスト：2人月
GOAL   ：想定 200件/年

品質管理申請の電子化

リプレース開発 (2018年)
コスト：10人月
GOAL   ：想定 30000件/年

部門業務の効率化

既に、既存のシステムでの運
用ノウハウがあるため、何が必
要な機能か明確になっている

作ってみたけど、使えない・
使われないリスクが小さい

まったく新しい試みのため、
何が必要か明確になっていない。

最低限のコスト&機能で開発
し、うまくいかなくても損失が
小さい。
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GeneXusだから可能だったポイント

ワークフローシステムでは、ユーザ数が50名(2015年)→2000名(現在)に増加

ユーザ数課金系ローコード

GeneXus開発ライセンス課金

50名×1,750円/ユーザ・月
= 87,500円/月

年間 105万円

2000名×1,750円/ユーザ・月
= 3,500,000円/月

年間 4200万円

1開発ライセンス

初年度 280万円
2年目以降 84万円

2開発ライセンス

初年度 560万円
2年目以降 168万円

※Work With Plusを含んだ価格

ユーザ課金ツールで開発したものを
GeneXusでリプレースしてもいいのでは?
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実際にどんな失敗をしたのか?

【GOAL】申請から承認完了までの時間短縮を促進する

【開発したがNGとなった機能】
• 承認が回ってきてから一定時間経過すると、督促メールを送信する。
• フロー一覧画面において、申請されてからの時間を表示する。

【理由】
• 全ての申請が緊急・急ぎではない、このため無駄な督促が発生する。
• 承認者になるのは基本上司であるため、急ぎの申請がある場合は、個
別にお願いをすべき。

失敗例



EXCEL台帳による
煩雑な作業の解消
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当事例の部門の業務

入出庫／在庫管理

出荷製品履歴管理

修理業務管理

・製品・半製品の入出庫・在庫管理業務
・製品のキッティング管理（委託先への指示）

・適切な入出庫・在庫管理
・営業／製造元／倉庫業者等関係者の調整

出荷した製品のシリアル番号ごとの納品場所・設置場所管理

一品一葉管理が必要であり、故障時やロット不良時にトレー
サビリティ向上・サービス向上／品質管理

修理の受付／手配／対処記録の管理

修理が発生した場合、修理の受付・修理品／代用品の配
送・製造元への修理依頼・原因管理
技術・製造元等への連絡・修理履歴の管理
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既に情報化されている分野

入出庫／在庫管理

出荷製品履歴管理

修理業務管理

出荷した製品のシリアル番号ごとの納品場所・設置場所管理

一品一葉管理が必要であり、故障時やロット不良時にトレー
サビリティ向上・サービス向上／品質管理

修理の受付／手配／対処記録の管理

修理が発生した場合、修理の受付・修理品／代用品の配
送・製造元への修理依頼・原因管理
技術・製造元等への連絡・修理履歴の管理

・製品・半製品の入出庫・在庫管理業務
・製品のキッティング管理（委託先への指示）

・適切な入出庫・在庫管理
・営業／製造元／倉庫業者等関係者の調整

クラウドパッケージ
ソフトでシステム化を実現
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開発のポイント

• 低コスト・短期間でシステムを構築
部門システムは、全社システムに比べて利用件数が少なく、費用対効果
を出すためには低コストを求める

• 業務の二度手間をなくす
様々な業務の中で、情報システムと手作業の二度手間が発生している
二度手間を減らして業務工数を減らす

• 今後の拡張性が必要
顧客との接点・取扱商品/サービスの内容の変化に合わせてシステムを
改修できること
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システム化の方式検討

既存パッケージ開発元に依頼して、カスタマイ
ズ・追加開発する。

【案1】

既存開発方式のため発
生する工数が大きく断
念

システム化されていない領域のみローコード
(GeneXus)で開発

【案2】
既存システムと新規作
成するシステムで二重
入力が発生するため、
導入効果が薄い

全ての業務を一つの情報システムで実施できる
よう、ローコード(GeneXus)で開発

【案3】
案2より工数は増える
が、業務の効率化・二
重入力の防止等のメ
リットが高くなる。
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システムの開発方針

既存システムの運用の中で、システムに何が必要か明確に理解している。

• 既存システムの機能をベースに必要機能のみを構築
• 既存システムでの運用上の課題について解決策を図る

既存システムのリプレース部分

システム化されていないため、何が必要か明確になっていない。

• EXCEL台帳で記録している機能をシステム化
• データの活用について、プロトタイプ開発を実施

新規システム化部分
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既存システムの課題

二重(多重)入力の問題

事務職営業 倉庫会社

出荷指示

納品書(PDF)

出荷指示

シリアル番号台帳

修理記録台帳

ここだけ、システム化されている

指示データ入力出荷指示メール作成

EXCEL台帳登録

納品書送付

納品書受領

指示に従い出荷
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新システムの仕組み

メールでの指示・連絡を廃止、全てシステム上で実施できるようにする。

事務職営業 倉庫会社

出荷指示 出荷指示

指示データ入力 確認作業 指示に従い出荷
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新規システム化部分

• データ入力の効率化
• 承認フローのシステム化
• データ蓄積体制の整備

• データ登録部分については、既存のEXCEL台帳運用をもとに開発

EXCEL台帳のシステム化

• 現在納品した製品がどの場所に設置されているか
• 修理の状況/故障原因の分析

• 何を作るべきか明確にわかっていないため、プロトタイプを見せながらの
開発を実施

登録データの活用
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GeneXusだからできるポイント

出荷処理 出荷データ

在庫データ

一回のデータ入力で複数のテーブルにデータ登録できる。

※単なる台帳的なシステム以外では必須となる機能
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完成画面 (ログイン)
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完成画面 (ポータル画面)

ポータル画面で、直近の出荷・入荷の情
報を表示
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完成画面 (出荷処理一覧)

出荷指示等の一覧表示画面、テーブルレイ
アウト(Transaction)からの自動生成で実現
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完成画面 (出荷入力)

出荷指示等の入力画面。ヘッダ・明細(複数
行)は、Work With Plus で画面構造を定義
(Webpanel)
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完成画面 (修理)

修理業務
「受付情報」/「判定・処理」/「添付資
料」等を一つの画面で管理
Work With Plusを使い画面構造を定義
(Webpanel)
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【開発規模】
• 画面数 （合計 ６０画面）

• テーブル数 （合計 ３５テーブル）
• マスタ ８テーブル

• トランザクション ２１テーブル

• ログ ６テーブル

【開発メンバ期間】
• メンバ３名 （ＰＬ１名・ＰＧ２名）

• 開発期間 ３～４カ月

開発したシステムの規模
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•開発したシステムをFP法で工数を算出 30.5人月

•実際にかかった工数 9.8人月

（ドキュメント作成工数は含まれていません）

約32%の工数でシステムを構築

FP法の見積もりと実際の工数の比較
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新システム(GX開発) 従来(更新前)システム

プロジェクト開始から
導入までの期間

3～4カ月 半年
(パッケージカスタマイ
ズ)

入出庫・在庫管理機能の
実現

6.5人月程度 パッケージ費用 +
カスタマイズ5人月

出荷製品履歴管理 1人月以下 見積工数 8人月
(合計)

修理業務管理 2.5人月程度 見積不能
(価格が高すぎのため)

従来システムと新システムの構築工数の比較



GeneXus開発の
コスパとスピード
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• コストパフォーマンス／予算
既存開発では開発コストと得られるメリット(コスパ)が折り合わない。
予算に限りがあり、その中でのデジタル化を推進する必要がある。

• 開発要員の問題
必要人数の開発要員を確保できない。

• 要件/必要な機能が明確にできない
何を作ればいいか?明確に要件定義・設計ができない。

業務プロセスのデジタル化阻害要因
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コストパフォーマンス/予算の解決策

既存システム開発に比べて32%の工数でシステムを構築

• 予算内で開発できる機能量が増大
同じ予算で3倍の範囲をシステム化可能。

• コスパ的に情報システム化できる範囲が拡大
開発コストが下がったことで、費用(投資)対効果が得られやすくなる。
情報化の裾野を広げられます。
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開発要員の解決策

• GeneXusの開発技術(実装技術)の習得
当社ではOFFJT 1週間・OJT1カ月でひととおりの開発を実施できる
要員を育成。
(※システム開発の経験がある方のケース)

• GeneXusの特性を生かす開発の習得
こうやれば効率的な開発ができる等のノウハウは、プロジェクト毎
に経験を増やしていく
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要件・必要な機能を明確にできる

• 小さく作って大きく育てる
小さく作って、失敗しても小さな失敗。
小さく作って、うまく行くことを確認できたら、大きく育てる。

• プロトタイプを使い検証
GeneXusの画面自動生成等を活用し、プロトタイプ検証することで関係
者で何が必要かを検証する。
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期間・工数を短縮させるためのポイント

従来の開発方式では、全工程のうちPG工程は30%程度
PG工程を削減するだけでは、どんなに努力しても30%の削減しかできない。

ローコード(GeneXus)で開発期間・工数を短縮させるには、設計工程・テスト
工程での工数削減・期間短縮が必要

• 不要なモノを作らない
何が欲しいか明確にできない機能については、「作らない」もしくは、
「必要最小限の機能を作って拡張していく」ようにする

• 設計工程でのGeneXusの活用
設計工程においてもGeneXusを活用し、DB設計をGeneXusに登録・画面レ
イアウト案もGeneXusで開発する等の作業を実施する。

• 開発工程の見直し
従来開発と異なり、プロトタイプ開発や繰り返し開発等を採用
各工程の成果物・工程の必要性も検討



従来のプロジェクト体制
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開発メンバに求められるスキルも変わります

プロジェクトリーダー

SE SE

PG PG PG PG

• SEが各画面や機能の設計を実施
• PGはSEの設計に基づいて画面・機能を実装

※画面の作成に数日～数週間かかる前提での体制図
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従来の体制でGeneXus開発した場合

• Transaction (テーブルレイアウト)からの自動生成画面

• 自動生成以外の画面

SEが開発を指示しても、すぐにPGが出来上がる。

従来の開発体制では、SEの設計作業・プログラマへの要件伝達がボトルネッ
クとなりプロジェクトがスムーズに進まない。

約1～2時間で構築

半日～数日(大半が1日前後)



GeneXusの生産性に対応する
プロジェクト体制
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開発メンバに求められるスキルも変わります

プロジェクトリーダー

SE兼PG SE兼PG SE兼PG

PG

SE兼PG

次のプロジェクト
では「SE兼PG」に
なる前提でPG担当

SE兼PG

PG

開発ボリュームの
大きいところはPG
担当者が必要

設計だけできるSE・コーディングだけできるPGではなく、要件を整理して設計し
て即座に実現できるエンジニアが必要
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ユーザの協力も必要です

ユーザ側も業務のデジタル化に対して、主体性を持って参加していただくこ
とが成功の条件

• システム化の目的 / 必達目標の共有
効率化?  /  デジタル化を通じての強み?
デジタル化(システム化)が目的ではなく、ビジネス課題の解決が目的
目的がユーザと共有できていないと、トラブルの原因

• 企画・設計
開発部門・ユーザも巻き込んで実施
目的が達成できる機能を盛り込んでいるか?
現場レベルで、ユーザが現在担当している業務のシステム化だけを考え
られると失敗する。

• 業務プロセスの確認 / 運用性のチェック
プロトタイプ/完成したシステムを通じて、ユーザが業務プロセスの確認
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デジタル化の成功体験を共有してください

• 関係者が成功体験を得ること
ユーザ・開発者だけでなくデジタル化に関わる関係者が、デジタル化の成
功を必ず経験する

• 成功体験が次のDXを生みます
成功体験があるから、新しいアイデア・新しい挑戦・高いモチベーション
が発生する好循環をつくります



ご清聴ありがとうございました。


